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1.　緒　　　　言

気候変動が起因した自然災害の激甚化を抑えるため，地
球温暖化対策が必要となってきており，政府と自動車ユー
ザ双方の二酸化炭素 ( CO2 ) 排出量の削減・低燃費の意識
が向上してきている．
そのため，IHI のお客さまである自動車メーカは，環境
規制および自動車ユーザの要求水準（燃費やドライバビ
リティ（運転しやすさ・操作性））を満たす技術開発を
行っている．既存の内燃機関の効率改善，排気ガスクリー
両重量および価格は内燃機関に対して約 2 倍になるなど
課題も多く，内燃機関の活躍はまだまだ続くといえる．
こうしたなか，内燃機関の動向をみると，ヨーロッパ

メーカが採用して主流であったダウンサイジングターボエ
ンジンの開発が一段落し，無理に排気量を下げずに車格に
対して適正な排気量とするライトサイジングターボエンジ
ンへの移行が進んでいる．燃費の評価モードが変わり，「乗
用車等の国際調和排出ガス・燃費試験法 ( Worldwide 

harmonized Light vehicles Test Procedure：WLTP ) 」や，
実路走行における排出ガス規制の RDE ( Real Driving 

Emission ) が導入さるぉ転 ：2019 ) 

( 1 )  に
より規格化された．よって，ターボチャージャにはそれに
対応した機能が求めら絮れ 圡

高　橋　和　臣 産業システム・汎用機械事業領域車両過給機 SBU 技術統括センター開発部

大　東　祐　一 大　東　祐

産業システム・汎用機械事業領域車両過給機 SBU 技術統厭大　東　祐産業システム・汎用機械事業領域車両過給機 SBU 祇 53括∵





24 IHI 技報　Vol.61  No.1 ( 2021 )



25IHI 技報　Vol.61  No.1 ( 2021 )



26



27IHI 技報　Vol.61  No.1 ( 2021 )

3. 4　軽量でコンパクトなデザイン

もう一つ特筆すべき点は，RHZ シリーズはコンパクト




